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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

12番 

石川 栄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9番 

山田 成宣 

1 人口減少への政

策対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 すすき草原周辺

の整備について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 今後の消防計画

について 

 箱根町の人口減少は地方の過疎の域を

超えており、行政が正面から受け止める

ことからスタートとなる。当町は観光立

町であり、観光業に従事する人が住みや

すい町とすること、また当町に定住して

もらうことが必須と考えることから、次

の３点について伺います。 

①第６次総合計画の「若者定住」の促進

について 

②定住化については町民だけで構成する

人口問題を考える組織の起ち上げについ

て 

③平成３８年町人口は１万人と推定され

ており、今後の状況と展望を踏まえ、「人

口減少時代」における望ましい地域活性

化について、町長の所見を伺う。 

 

 神奈川５０選に推薦され、年間１５万

人の観光客が訪れる。今年度は特に多く、

草原内の歩道が見えない状態であり、す

すき草原を中心に満足した回遊をしても

らえるような周辺整備を考えなければな

らない。町として今後の考え方を伺う。 

①県道７５号線歩道の早期完成に向けた

県への要望について 

②すすき草原入口の民有地部分に看板が

あるが、このことについて交渉、進捗状

況を伺う。 

③シカ害による柵設置の進捗状況につい

て 

④すすき草原頂上部分の展望台設置につ

いて 

 

①あらためて現行の本署１、分署１、分

遣所２の体制を維持してもらいたいが、
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

(山田成宣) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13番 

折橋 尚道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ３０年度予算編

成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 土地価格の減少

傾向による固定

資産税収入の影

響について 

 

この件について、町長のご所見は。 

②今後、不祥事を起こさないためにどの

様に署内での研修、勉強を進められるか。 

③非常備消防（消防団）のさらなる活動

状況の整備を行っていただきたく、装備

等の充実についても現場からの要望もふ

まえて対応して頂きたいが、町の見解を

伺う。 

④消防職員においては、特に危機管理上、

箱根町内に居を構えていただく様な体制

づくりを進めていただきたいと住民の多

くは思っているが、そのことについて町

長のご所見を伺う。 

 

①徹底した行財政改革を３０年度予算編

成に基本的な考え方として３つの基本方

針を示している。その中で将来に負担を

先送りにしないとしているが、第６次総

合計画を遂行していく上で起債に関する

基本的な考え方を伺う。 

②今年度まで町道修繕などに起債を利用

しているが、修繕に起債ができるように

なったとしても好ましい状態ではないと

考えるが、方針に変わりはないのか。 

③債務負担行為としているものの中に

は、利息等を考えると債務負担行為とし

ない方が有利なものもあると考える。債

務負担行為に関する利用についての制限

はあるのか。 

 

①１２月を迎え、固定資産税超過課税を

導入して２年目が過ぎようとしておりま

すが、町内地価価格の減少傾向に歯止め

がかからず町税収入に影響があり、超過

課税分を地価下落が吸収してしまってい
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

(折橋尚道) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2番 

勝俣 公好 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 財源確保のため

の受益者負担の

適正な使用料・手

数料の考え方に

ついて 

 

 

 

 

1 北朝鮮によるミ

サイルの発射情

報での町の対応

について  

 

 

 

 

2 箱根町高校保護

者会連絡協議会

から町内バス（仙

石原）ダイヤの改

善要望について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るような状況である。昨年度の決算を踏

まえた上での、今年度の町税収入の見込

みはどのようになっているのか。  

 

①財源確保として、受益者負担の原則に

則り、今年度、ごみ処理に手数料の徴収

を実施したが、今後も不足する財源確保

として、現在徴収しているいくつかの使

用料・手数料の見直しや、別の新たなる

受益者負担を町民にお願いすることは検

討されているのか、もしくは検討課題と

して考えているのか。 

 

 近頃、北朝鮮によるミサイル発射で、

北海道を越えて太平洋へ落下するという

ニュースがあり、それに伴う自治体の対

応が伝えられましたが、もし箱根町方面

へ北朝鮮によるミサイルが向けられ、発

射情報が国から伝えられた時の対応につ

いてお伺いします。 

 

 町高校保護者会連絡協議会総会時に、

宮城野、仙石原地域の現行バスダイヤは

多くの問題点があると意見が出た。神奈

川県では、2005年度より学区を撤廃し、

自由に志望校を選択できるようになった

が、バスダイヤに影響され、自由な進路

選択につながらない。また、希望校に入

学できても部活動に間に合わず、部活動

を諦めるなど、この地域に住んでいるこ

とで制約を受けている生徒が多いのが現

状です。この問題で転居をした家庭もあ

り、また転居を検討する家庭も少なくな

い。そこで、ダイヤ改正等、次の４点に

ついて箱根登山バスに要望したと聞いて
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

(勝俣公好) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1番 

山田 和江 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 国保の県単位化

と国保料につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おりますが、回答はどのようになってい

るかお伺いします。 

①仙石原からの始発バスについて、土日

についても平日ダイヤ同様で運行しても

らいたい。（土日も部活動を行っている学

校も多いため） 

②仙石原からの始発バス及び仙石原への

最終バスについて、増発を検討してもら

いたい。（現行バスダイヤでは、志望校の

選択や部活動に大きな制約があり、親が

毎日送り迎えをしている） 

③朝晩の桃源台発着の増発を検討しても

らいたい。（現行バスダイヤでは、早朝や

夜の時間帯の多くが仙石原案内所発着の

バスとなっており、仙石原高原や温泉荘、

湖尻周辺の家庭で購入している定期券が

有効に使えない） 

④箱根線については、小田原発の最終便

の発車時刻を現在よりも遅い時間に設定

してもらいたい。 

 

 いよいよ２０１８年度から県が市町村

とともに保険者となり、「財政運営の主

体」となる国保の県単位化が始まろうと

しています。国保はこれまでも保険料が

高く加入者にとっては重い負担となって

いることから、この制度においてもやは

り一番の関心は保険料がどうなるのかと

いう問題ではないかと思われます。そこ

で、国保の県単位化について以下の点に

ついて質問します。 

①納付金の算定はどのようになっている

か。 

②標準保険料率の算定状況について 

③保険者努力支援制度が新しく実施され



 ５ 

質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

(山田和江) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 教職員の働き方

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るが、この内容について 

④保険料を引き下げて払える保険料にす

るためにも一般会計からの法定外繰り入

れを引き続き行うことについて 

⑤国保運営方針にはどのような内容が盛

り込まれるのか伺う。 

 

 今年４月、文科省は、２０１６年１０

月、１１月に行った全国の小中学校の教

員勤務実態調査の結果を発表しました。

１０年前の調査よりもいっそう時間外勤

務が増え、教職員の働き方がますます深

刻になっています。「学内勤務時間」が１

週間当たり６０時間以上と答えた人は小

学校で３３．５％、中学校で５７．６％

にものぼり、１ヶ月あたりに換算すると、

厚労省が過労死ラインとしている月８０

時間を超える時間外勤務をしていること

になり、４月２８日付毎日新聞では「中

学教諭、６割近くが過労死ライン」と報

じられるまでになりました。このような

長時間過密労働の深刻な実態は教職員の

いのちと健康にかかわる問題であると同

時に、子どもたちの教育条件にもかかわ

る問題です。そこで、これからも教職員

がゆとりを持って笑顔で子どもに接する

ことのできるためにも以下の点について

質問します。 

①当町の小中学校教職員の勤務実態は把

握されているのか。 

②年休の取得率はどのような状況か。 

③まだ数が少ないが、自治体によっては

夏休みや冬休みの一定の期間、学校を閉

庁にしているが、当町ではどのように考

えているか。 
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

5番 

勝俣 剛一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8番 

川端 祥介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 移動期日前投票

所開設について 

 

 

 

 

 

 

 

2  学習支援事業

「箱根土曜塾」に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 国際社会のあた

らしいものさし 

 持続可能な開発

目標（SDGｓ）に

対する町の取り

組みについて 

 

 

 

 

2 生活困きゅう者

自立支援の状況

等と民生委員の

活動と成果につ

いて 

 ９月２４日投票となった箱根町議会議

員選挙において、有権者の利便性、投票

率の向上を目指し開設した移動期日前投

票所について、有権者の評価は高く、町

側には今回の結果を検証し、今後の継続

や投票時間等の延長も考慮し、次回に向

けて取り組むべきと考えるが、町側の対

策についてお伺いします。 

 

 １０月１４日に学習支援事業として

「箱根土曜塾」を開講し、受験勉強でき

る環境を整え、志望校に入れるよう開設

され、保護者には大変喜ばれています。

新規事業として開始された公営塾ではあ

りますが、箱根から町外の塾へ通うため

には交通手段や塾費用等、家計にかかる

負担が重く、それを軽減することになり、

長く継続すべき事業と考えます。今後の

塾の進め方や問題点について、町側の考

えをお伺いします。 

 

 国連では、２０１５年９月に「国連持

続可能な開発サミット」が開催され、「持

続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ」いわゆる SDGｓ（エスディージーズ）

が採択されました。これにより地域から

持続可能な社会をつくる行動計画などの

必要性が叫ばれていますが、箱根町とし

て目標に対する取り組みについてお伺い

します。 

 

 本町における生活困きゅう者自立支援

の状況や取り組みについて、また町民生

委員・児童委員の組織と主な活動の状況、

取り組み、成果などについてお伺いいた

します。 
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

10番 

稲葉親太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 廃棄物の不適正

処理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 駅などの交通拠

点の機能拡充に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本町は年間約２千万人もの観光客が来

訪する国内屈指の観光地であり、この来

訪者のニーズに応えるべく美観保持につ

いては、散乱ごみ不法投棄対策事業をは

じめ先進的に展開しているものと認識し

ていますが、本町は山岳部が多くを占め、

廃棄物等の投棄や放置など廃棄物の不適

正処理が起こりやすい地形ではないかと

考えます。 

 また、本年４月からごみの減量化、資

源化の更なる推進を図るため、事業系の

収集体制の見直しとごみ処理手数料の改

定が実施され、事業系ごみ処理の厳格化

が図られるとともに、事業者や住民の方

のごみ処理に関します経費負担が増加し

たことから、廃棄物の不適正処理の増加

が懸念されます。 

 そこで、廃棄物の不適正処理について、

次の３点について伺います。 

①不法投棄の現状について 

②不法投棄の対策について 

③最近、マスメディア等で報道されてい

る私有地におけるごみの実態と対応につ

いて 

 

 平成２９年３月に策定された「第３次

箱根町都市計画マスタープラン」におい

ては、その全体構想において都市づくり

の考え方を示しています。 

 まず、本町の宝というべき豊かな自然

環境を保全することを町の第一の使命と

して、自然との共生を基本的なスタンス

に捉え、土地利用、交通施設整備、都市

基盤整備、景観、防災対策の観点からま

ちづくりを進めるとしています。その中

で、「交通施設整備」においては、近年の

インバウンド需要の高まりや平成３２年
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質問者氏名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

(稲葉親太郎) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7番 

村野由紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 子育て支援と定

住化の推進につ

いて 

 

に開催される東京オリンピック・パラリ

ンピックの開催により、今後も国内外か

ら多くの観光客が見込まれ、交通の利便

性の確保や駅などの交通拠点の機能拡充

が求められています。そこで、次の３点

について伺います。 

①都市計画マスタープランにおける「交

通施設整備の考え方」について 

②主要駅などの交通拠点の機能拡充の考

え方について 

③具体的な取り組みについて（整備内容

と進め方） 

 ※強羅駅における駅周辺整備、仙石原

交差点におけるバスターミナル整備等 

 

①認定子ども園と保育所の運営状況と対

応についてお伺いします。 

②保育教諭や保育士等の人材の確保につ

いてお伺いします。 

③国は企業主導型保育制度を導入しまし

たが、箱根町の企業が保育所を作る取り

組みについて、町の考えをお伺いします。 

④今後の子育て世帯の定住化施策の展開

についてお伺いします。 

 


